
















不器用な御嬢様







「……あれ？　エマさん、この前の南方産のワインの商談はどうなったんでしたっけ？　わ、私、も、もしかして、忘れてっ！」

「既に成約済みで納期も確定し、保管場所の倉庫も確保しております。フェリシア御嬢様、その質問、朝から三回目かと……」

「！　あ、そ、そうでしたね。ごめんなさい。ちょっと、混乱しちゃって」




　王国王都。リンスター、ハワード両公爵家合同商会──通称『アレン商会』の建物の執務室に、フェリシア・フォス御嬢様の恥ずかしそうな声が響きました。そのまま、椅子に腰かけられます。

　そして、持たれていた書類を既決箱に置かれ、柱時計を、ちらりと確認され、小さく一言。

「……まだかなぁ」

　自然とふんわり微笑まれたその表情に、室内にいる私を含めたメイド達も幸せな気分に浸ります。

　淡い栗色の長髪。眼鏡をかけられ、小柄でお胸が大きく、愛らしい御姿。

　あまり御身体は強くないのですが、心はとても御強く、傑出した商才をお持ちで、『アレン商会』の番頭を務めておられます。

　普段はお化粧も殆どされないのですが、本日は薄化粧。

　服装も先日、私達、商会詰めの両公爵家より派遣されているメイド達と一緒に選んだ、白と紺を基調とした上品な物です。

　あの御方が──『剣姫の頭脳』の異名を持たれる、アレン様が商会に来られる日だけ、フェリシア御嬢様は控えめながらも着飾られるのです。




　なんて、なんて、いじらしいっ！




　出来れば、毎日この御姿を我々にお見せいただきたく──……こほん。申し遅れました。

　私、リンスター公爵家メイド隊第四席のエマと申します。

　フェリシア御嬢様には秘密ですが、商会内のメイド達で極秘裏に結成された『フェリシア御嬢様の恋路をこっそりと応援する会』代表でもあります。

　無論──『剣姫』リディヤ・リンスター御嬢様、リィネ・リンスター御嬢様に対する敬愛の念を私共は失っておりません。失う筈もございません。

　ですが……嗚呼！　フェリシア御嬢様の不器用過ぎるいじらしさときたらっ！

　今も──

「えっと、これとこれと、あ！　北方の農作物の件も相談していいかも？　……くふふ♪」

　独り言を零されながら、アレン様にご相談される案件の資料をどんどん隣の執務机上の木箱へ積まれています。

　相談事が多ければ多いほど、一緒にいられる時間が増えると考えておられる為です。

　アレン様は多忙な御方ですが、フェリシア御嬢様が、

『もう少し一緒に商会の御仕事をして……ほしいです』

　と素直にお伝えすれば、必ず応えて下さるでしょう。

　けれど……その想いを伝えることは出来ない。

　アレン様に御迷惑をおかけしてしまうかもしれないから……。

　隣に並び立つのではなく、あくまでも背中を支えていきたい。

　それが、それが、私達のフェリシア御嬢様なのです！

　短い期間ではありますが、一緒に御仕事をさせていただいている身としまして、このような愛らしい御嬢様を放っておくことなど……到底出来る筈もございません！

　この想いはメイド達、皆の総意でもあります。

　フェリシア御嬢様が再び、ちらりと壁の時計を確認されました。

　私はわざと意地悪な提案を致します。

「仕事が手に着かないのでしたら、建物の前でお待ちになられますか？」

「！　……エマさん、か、勘違いです。わ、私は別にアレンさんを待ってなんかいません」

　分かり易い、あまりにも分かり易い反応です。

　小さな子の強がりを見ているようで、穏やかな気持ちになります。

　けれど……私は容赦なく追撃します！　これも、フェリシア御嬢様の為っ!!

「おやぁ？　おやおやぁ？　おやおやおやぁぁ？　私は『アレン様』と一言も言っていませんがぁ？」

「！？！！　うぅぅ…………」

　フェリシア御嬢様は口をパクパクとさせ、頭を抱え机に突っ伏されいやいや。耳だけでなく、首筋まで真っ赤に。

　日頃の疲れが取れる思いでございます。室内にいる同僚達もニコニコしています。

　──ノックの音がしました。

　未だいやいや状態のフェリシア御嬢様に代わり、私が答えます。

「どうぞ」

「失礼します」

『！』

　聞き知った声に私達は驚き、すぐさま立ち上がり、居住まいを正しました。

　部屋に入って来られたのは魔法士姿の青年──フェリシア御嬢様の待ち人であり、書類上は『アレン商会』の会頭でもあられるアレン様でした。

　今日もまた片手で大きな紙袋を抱えられています。

　にこやかな笑みを浮かべられ、私達へ挨拶してくださいます。

「こんにちは。少し早めに着いてしまいました。エマさん、これお土産のお菓子です。皆さんで分けてください」

「あ、はい！　毎回、ありがとうございます」

　私は紙袋を受け取り、中身に視線を落とします。

　──こ、これ、今、王都で一番流行っていて、並ばないと中々買えない御菓子屋さんの焼き菓子!?

　驚愕する私を他所に、アレン様は御自分の椅子に腰かけられました。

　書類で山積みになっている木箱へ視線を向けられ、次いでお隣のフェリシア御嬢様へ話しかけられます。

「……フェリシア、書類が多いと思うんですが？」

「……必要最低限です。こんにちは、アレンさん」

「なるほど……分かりました。手伝ってくれますか？」

「──し、仕方ない、ですね」

　フェリシア御嬢様が顔を上げられ、いそいそ、と椅子をアレン様の傍へ寄せられました。幸せが滲み出ています。

　ええ、眼福でございます！

　さて、私達は紅茶でもお淹れして──アレン様が書類を確認しながら、何でもないようにフェリシア御嬢様へ告げられました。

「ああ、そう言えば」

「？　何ですか？」

「今日の服、似合っています。とても大人っぽいですね」

「!?　……きゅう」

　フェリシア御嬢様が恥ずかしさの限界突破。顔を真っ赤にされ、椅子に倒れ込まれました。　

　すぐさまアレン様が浮遊魔法を発動し、受け止めます。

　同時に、御二人の御様子を密かに撮影していた、私達の全映像宝珠が機能を停止しました。

　アレン様は書類を凄い速度で処理されながら、苦笑されます。

「……撮影は、リンスター公爵家メイド隊の伝統にしなくて良いと思いますよ？」

　くっ！　気づかれたっ!!

　──結局、今日もまたフェリシア御嬢様の最高の笑顔を映像宝珠に収めることは叶いませんでした。

　ですが、アレン様と一緒に御仕事をされるフェリシア御嬢様は、とてもとても楽しそうでしたので、良しとします。

　今後も、私達はフェリシア御嬢様を陰ながら応援し続ける所存です！
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